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新
元
号
の
令
和
に
な
り
、
は
じ
め
て
と

な
る
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
「
令
和
２
年
与

謝
野
町
成
人
式
」
が
１
月
12
日
、
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
２
７
５
人
で
、

こ
の
日
は
色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
や
羽
織
袴
な

ど
を
着
飾
っ
た
２
３
１
人
が
式
典
に
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
ぶ
新
成
人
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
山
添
町
長
が
「
新
元
号
の
令
和

と
な
り
、
は
じ
め
て
成
人
と
な
る
皆
様
。
社
会

情
勢
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
皆
様
に
は
、
自
ら
が
大
切
と
す
る
価

値
を
個
性
に
結
び
つ
け
、
仲
間
を
大
切
に
し
、

世
界
や
日
本
、
ど
の
地
に
あ
っ
て
も
感
謝
す
る

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
夢
と
希
望
に
満
ち

た
新
た
な
時
代
へ
、
自
ら
の
力
で
自
ら
の
道
を

切
り
開
い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
か
ら
も
は
な
む
け

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
品
の
丹
後
ち
り
め
ん
ふ
く
さ

セ
ッ
ト
が
、町
長
か
ら
長
な
が
し
ま島
圭け
い
ご吾
さ
ん
（
加
悦
）

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
楠
く
す
の
き

輝あ
き
と人
さ

ん
（
石
川
）
が
、「
与
謝
野
町
を
離
れ
た
今
、

こ
の
自
然
溢
れ
る
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に

喜
び
と
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
令
和
最
初
の

新
成
人
と
し
て
、
時
代
の
変
化
に
適
応
し
な
が

ら
、
十
人
十
色
、
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
成
長
し
、
社
会
を
支
え
て
い
く
人
間
に
な

り
ま
す
。
地
域
の
方
々
、
友
人
、
両
親
に
感
謝

の
気
持
ち
を
今
一
度
伝
え
ま
す
」
と
決
意
を
込

め
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

特集     与謝野町成人式

祝！成人式
大人の一歩令和に迎える



「
与
謝
野
町
消
防
団
出
初
式
」
が
１
月

12
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
知
遊
館
一
帯

で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
と
消
防
関
係
者

ら
お
よ
そ
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、 

植う
え

田だ

泰や
す

史し

団
長
が
「『
町

民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
火
災

や
災
害
か
ら
守
る
』
と
い
う
目
的
の
た

め
、
我
々
団
員
一
人
一
人
が
今
一
度
消
防

の
重
要
性
を
深
く
理
解
し
、
行
動
に
移
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
時
代
に
合
っ

た
組
織
と
し
て
、
各
分
団
の
現
状
を
検
証

し
、
よ
り
強
靭
な
組
織
づ
く
り
を
す
る
べ

く
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
予
防
消
防
の
さ
ら

な
る
徹
底
を
進
め
る
と
と
も
に
有
事
に
備

え
た
消
防
力
の
強
化
、
組
織
力
の
充
実
を

図
る
た
め
ま
い
進
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

訓
示
。
ま
た
、山
添
町
長
の
式
辞
で
は「
植

田
団
長
を
は
じ
め
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
災
害
発
生
時
に
お

い
て
は
迅
速
か
つ
正
確
に
行
動
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
消
防
団
の
皆
さ
ん

の
日
ご
ろ
か
ら
の
鍛
錬
の
成
果
で
あ
り
意

識
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
思
う
。
引
き
続
き

植
田
団
長
の
指
揮
の
も
と
、
士
気
旺
盛
な

消
防
団
の
活
躍
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
功
労
者
や
優
良
団
員

に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
団
員
ら
は
恒
例
の
「
分

列
行
進
」
と
「
一
斉
放
水
」
を
披
露
し
、

地
域
住
民
と
共
に
今
年
一
年
間
の
安
心
と

安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

火災ゼロの町・与謝野町を目指します

与謝野町の安心・安全を願って。
ー 令和２年与謝野町消防団出初式 ー

○
京
都
府
消
防
協
会
功
績
章

井い
の
う
え上　
　
毅つ

よ
し

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
勤
功
章

杉す
ぎ
も
と本　

和か
ず
ひ
こ彦

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

山や
ま
ぞ
え添　
宏ひ

ろ
あ
き明

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

谷た
に
が
き垣　

吉よ
し
の
ぶ信

（
第
９
分
団
／
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

糸い
と
い井　
康や

す
ゆ
き行

（
第
１
分
団
／
分
団
長
）

木き
ざ
き崎　

　
晃あ

き
ら

（
第
２
分
団
／
分
団
長
）

河か
わ
べ邊　

啓け
い
す
け介

（
第
４
分
団
／
分
団
長
）

堀ほ
り
え江　

　
健た

け
し

（
第
５
分
団
／
分
団
長
）　　

植う
え
も
り森　

江こ
う
す
け助

（
第
６
分
団
／
分
団
長
）

○
両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

矢や

の野　
敦あ

つ
し史

（
第
１
分
団
／
副
分
団
長
）

栃と
ち
ぎ木　

陽よ
う
す
け佑

（
第
４
分
団
／
副
分
団
長
）

坂さ
か
ね根　
茂し

げ
き樹

（
第
５
分
団
／
副
分
団
長
）

小こ
に
し西　

順じ
ゅ
ん
や弥

（
第
９
分
団
／
副
分
団
長
）

山や
ま
も
と本　
　
剛つ

よ
し

（
第
１
分
団
／
部
長
）

足あ
だ
ち立　

正ま
さ
ゆ
き行

（
第
３
分
団
／
部
長
）

堀ほ
り
お尾　
知と

も
ひ
ろ弘

（
第
４
分
団
／
部
長
）

市い
ち
だ田　

雅ま
さ
や哉

（
第
６
分
団
／
部
長
）

楠く
す
の
き

　

  

泰や
す
ひ
こ彦

（
第
８
分
団
／
部
長
）

土ど

い井　
陽よ

う
い
ち一

（
第
９
分
団
／
部
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

山や
ま
ざ
き﨑　

政ま
さ
き樹

（
第
３
分
団
／
班
長
）

小こ
に
し西　

隆た
か
ひ
ろ博

（
第
９
分
団
／
班
長
）

井い
の
う
え上　

公き
み
あ
き章

（
第
10
分
団
／
班
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会

宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

能の

せ勢　
　
淳あ

つ
し

（
第
１
分
団
／
班
長
）

田た
な
か中　

貴た
か
お雄

（
第
１
分
団
／
班
長
）

井い
ざ
き崎　
武た

け
き樹

（
第
３
分
団
／
班
長
）

上う
え
や
ま山　

利と
し
あ
き明

（
第
４
分
団
／
班
長
）

河か
わ
べ邊　
孝た

か
と
し俊

（
第
４
分
団
／
班
長
）

石い
し
つ
ぼ坪　

隆た
か
し志

（
第
５
分
団
／
班
長
）

小こ
に
し西　

英ひ
で
の
り徳

（
第
５
分
団
／
班
長
）

安や
す
だ田　

善よ
し
の
り則

（
第
７
分
団
／
班
長
）

浪な
み
え江　

　
武た

け
し

（
第
８
分
団
／
班
長
）

小こ
に
し西　
育い

く
お夫

（
第
10
分
団
／
班
長
）

石い
し
か
わ川　

清き
よ
た
か隆

（
第
10
分
団
／
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　
※
括
弧
内
は
分
団
名
・
役
職
名

○
消
防
庁
長
官
退
職
２
号
報
償

松ま
つ
も
と本　
潤じ

ゅ
ん
や也　
　
芝し

ば
い井　
絵え

み美

山や
ま
む
ら村　

祐ゆ
う
き輝

○
京
都
府
知
事
退
職
報
償

高た
か
お
か岡　

健た
け
ひ
こ彦　

　
牛う

し
だ田　

浩こ
う
じ司

永な
が
た
に谷　
隼は

や
と人

○
町
長
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

高た
か
お
か岡　

健た
け
ひ
こ彦　

　
松ま

つ
も
と本　

潤じ
ゅ
ん
や也

芝し
ば
い井　
絵え

み美　
　
牛う

し
だ田　
浩こ

う
じ司

永な
が
た
に谷　

隼は
や
と人　

　
品し

な
が
わ川　

森も
り
み海

松ま
つ
だ田　
一か

ず
き樹　
　
島し

ま
だ田　
智と

し
ひ
ろ啓

坂さ
か
ね根　

勇ゆ
う
き輝　

　
松ま

つ
も
と本　

武た
け
し士

坂さ
か
ね根　

純じ
ゅ
ん　
　
　
田た

な
か中　

靖や
す
か哉

山や
ま
む
ら村　

祐ゆ
う
き輝　

　
増ま

す
だ田　

優ゆ
う
き樹

小こ
ま
き牧　

直な
お
ひ
こ彦

■表彰者の皆さん（一部抜粋・敬称略）
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令
和
元
年
12
月
14
～
15
日
の
２
日
間
、
宮
津
市
田
井
の
マ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
「
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
開
催
で
３
回
目
と
な
る
本
事
業
に
つ
い
て
、取
り
組
み
の
目
的
、ア
ク
テ
ィ

ヴ
ィ
テ
ィ
の
内
容
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

事
業
の
目
的

外
国
の
方
と
英
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、

笑
顔
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

思
い
が
伝
わ
っ
た
時
の
喜
び
、
楽
し
さ
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
と
、
多
様
な
文
化

的
背
景
を
持
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
様
々
な
価
値
観
を
知
る
こ
と
の
２

つ
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
数
の
推
移

参
加
し
て
い
た
だ
く
対
象
は
町
内
小
学

校
の
５
年
生
と
６
年
生
で
、
第
１
回
の
参

加
者
は
10
人
、
２
回
目
は
23
人
、
３
回
目

と
な
る
昨
年
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
30
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
前
回
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
に
加
え
、
過
去
に
兄
姉
が
参
加
し
て

い
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
な
ど
、
本
事

業
が
町
の
英
語
教
育
、
異
文
化
交
流
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
浸
透
、
定
着
し
て
き
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

協
力
者
の
皆
さ
ん

■ 

外
国
人
講
師（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ピ
ー
カ
ー
）

こ
れ
ま
で
、
町
内
外
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
京
都

府
Ｃ
Ｉ
Ｒ
な
ど
、
11
カ
国
22
人
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
回
目
か
ら
は
、
京
都
府
名
誉
友
好

大
使
の
制
度
を
活
用
し
て
、台
湾
、韓
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、
ア
ジ
ア
圏
出
身
の

方
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
広
い

世
界
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
英
語
が

母
国
語
で
は
な
く
て
も
、
英
語
を
話
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
の
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

 ■ 

町
英
会
話
サ
ー
ク
ル

町
英
会
話
サ
ー
ク
ル
の
方
々
に
は
、
本

事
業
の
立
ち
上
げ
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
毎
年
、
外
国
人
講
師
と

子
ど
も
た
ち
と
の
つ
な
ぎ
役
で
あ
る
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 ■ 

一
般
社
団
法
人
t
u
c
h
i
c
a
代
表

　
岡お

か
む
ら
よ
し
ひ
ろ

村
芳
広
さ
ん

京
丹
後
市
の
岡
村
芳
広
さ
ん
に
は
、
第

１
回
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
き
、
第
１
回
目
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
用

し
て
の
人
文
字
づ
く
り
、
第
２
回
目
は
英

語
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
、

第
３
回
目
で
は
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス*

を
学
び
な

が
ら
遊
べ
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
、毎
年
、

趣
向
を
変
え
た
企
画
で
、
子
ど
も
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 ■ 

加
悦
谷
高
校
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

ま
た
、
加
悦
谷
高
校
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
の
方
々

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
事

業
開
始
時
の
第
１
回
目
は
、
校
外
活
動
と

し
て
、
小
学
生
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、第
２
回
目
は
、各
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

の
ル
ー
ル
説
明
な
ど
の
進
行
補
助
、
第
３

回
目
は
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
企
画
、

司
会
進
行
を
担
当
し
て
も
ら
う
な
ど
、
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
、
主
体
的
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

な
お
、
高
校
生
に
は
、
小
学
生
と
同
じ

部
屋
で
宿
泊
し
て
も
ら
う
な
ど
、
２
日
間

を
通
じ
て
、
少
し
年
上
の
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

* フォニックスの説明 ･･･ アルファベットの文字と発音との間にあるルールを学ぶことで、さまざまな単語や文章を正しく発音できるために開発された教育法です。

添
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
や
、
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
に
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
で
は
、
今
後
も
参
加
者
が
、「
英
語

で
交
流
し
た
い
」、「
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
い
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、

将
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
の
素
地

を
培
う
〝
学
び
の
入
口
”
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
、
毎
年
、
変
化
を
加
え
な
が
ら

内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

多彩なアクティビティ
小学生の英語レベルに応じて、簡単な単語を使って楽しめるゲームの時間と、異文化の話を聞き、新たな知識

を吸収する時間を織り交ぜて、全体のバランスを大切にしながらプログラムを組み立てています。
また、毎年、新たなアクティヴィティを取り入れることで、リピーターにも新鮮な気持ちで楽しんでもらえる

ことを心掛けています。

これまでに実施したアクティヴィティ一覧

・スナックタイム（スモア）
・フルーツバスケット
・ドローイングピクチャーゲーム
・３ヒントゲーム
・ナビゲートゲーム
・ゴールボール
・クッブ（スウェーデン発祥のゲーム）

・ボール送りゲーム
・あっち向いてホイ
・動物の鳴き声ゲーム
・コップインゴルフ
・箱の中身は何でしょう？
・みんなでドッジビー

■ 異文化交流ワークショップ
外国人講師のブースを小学生がグループで周り、様々な国の文化
や価値観を学ぶという内容で、イングリッシュキャンプのメイン
に位置づけているプログラムです。 

■ アベリスツイスタイム
毎年、アベリスツイスに訪問経験のある学生、社会人の皆さんに
来てもらい、交流の歴史、文化、ポピュラーな食べものなど、訪
問時の体験を分かりやすく紹介してもらっています。
将来、このイングリッシュキャンプに参加した子どもたちが、高
校生になって、訪問を希望し、新たな交流の懸け橋になってくれ
ることを期待しています。

 
■ ミニ英会話

２日間のラストを飾るプログラムとして、２人１組で簡単な英会
話にチャレンジしてもらっています。
与えられた会話例をもとに、約 30 分、外国人講師やサポーター
の皆さんからアドバイスを受け、発表に臨みますが、ジェスチャー
やアドリブなど、ペアごとにそれぞれ工夫を凝らした発表を見る
ことができます。

特集     YOSANO イングリッシュキャンプ



旧加悦町役場庁舎保存活用改修工事の進ちょくをお伝えします。屋外に接する窓の復原工事、腐朽
や劣化が特に著しかった車寄せの修理、耐震壁や耐震梁の仕上げ工事など、各部分の工事が同時に少
しずつ進んでいます。

旧加悦町役場庁舎　令和の大修理
～修理によって建物が息を吹きかえし、人々の交流が生まれる場として未来へつづくことを願って～

ちりめん街道のコンシェルジュ《案内役》

各部の工事が同時進行中

■シリーズ「旧加悦町役場庁舎 令和の大修理」

建物西側に新設された、耐震補強のための梁・柱・壁

車
寄
せ
の
工
事

壁
内
部
へ
の
雨
水
の
侵
入
が
原
因
で
、
梁
が

手
で
粉
々
に
砕
け
る
ほ
ど
、
腐
朽
や
傷
み
が
著

し
く
、
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
車
寄
せ
は
、
順

に
修
理
が
進
ん
で
い
ま
す
。

腐
っ
て
消
失
し
て
い
た
梁
と
柱
の
部
分
に
は

新
し
い
木
材
が
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
、

補
強
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
の
、
根
元
が
腐

朽
し
て
い
た
鉄
骨
の
支
柱
は
取
り
外
さ
れ
、
建

築
当
初
の
車
寄
せ
の
造
り
に
復
原
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
左
官
と
屋
根
部
分
の
修
理
工
事
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

修理工事が順に進む車寄せ（右端が 12 月 19 日現在の様子）12 月 19 日、修理工事中の旧議場（建物２階）の様子

耐
震
補
強
の
梁
や
壁

耐
震
補
強
の
た
め
、
建
物
西
側
に
新
設
し
た

鉄
骨
は
、
仕
上
げ
の
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
屋
内
の
雰
囲
気
に
調
和
す

る
よ
う
、
木
と
漆
喰
で
仕
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
目
的
で
新
設
す
る
壁
も
、
土
壁

パ
ネ
ル
の
施
工
が
終
わ
り
、
漆
喰
塗
り
仕
上
げ

と
す
る
た
め
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
下
塗

り
が
な
さ
れ
、
土
の
乾
き
具
合
を
見
て
、
中
塗

り
、
仕
上
げ
塗
り
と
順
を
経
て
修
理
が
進
み
ま

す
。

屋外に接する建具の復原工事中の様子。なお、文化財保存修理のため、既存の窓ガラスは、
慎重に取り外して再利用します。破損などやむを得ない部分のみ新しいガラスに替えます。

窓
の
復
原
修
理

屋
外
に
接
す
る
窓
で
、
上
げ
下
げ
窓
に
変
更

さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
建
築
当
初
の
両
開
き
窓

に
復
原
し
ま
す
。
と
て
も
重
く
、
開
け
辛
か
っ

た
窓
の
開
閉
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

た
だ
、開
閉
方
法
の
変
更
が
な
さ
れ
た
の
は
、

風
に
煽
ら
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
復
原
修
理
後
は
、
よ
り

丁
寧
な
扱
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
ハ
ー
ド
面
で
対
応
で
き
な
い
部
分
は
ソ
フ

ト
面
で
補
う
」、
文
化
財
修
理
に
お
い
て
も
重

要
な
考
え
方
で
す
。

移設する電柱（写真左）。伐採するヒマラヤスギ（写真中央）。ヒマラヤスギ右隣のカイズカイブキも、
一部を剪定します。現在ヒマラヤスギがある場所に電柱を移設します。

杉
の
木
を
切
り
ま
す

学
校
再
編
に
よ
り
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
加

悦
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
バ
ス
の
通
行
を
妨
げ
る
電

柱
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
が
あ
る
位
置
に
移
設
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
旧
加
悦

町
役
場
庁
舎
敷
地
内
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
は
伐
採

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
工
事
の
進
捗
と

合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

屋根部分を修理中の車寄せ
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皆 さんこんにちは、サラです。　　　　　　　 
さ て、 皆 さ ん は 冬 休 み を ど う 過 ご し ま

し た か？ 昨 年 か ら 日 本 で 暮 ら し 始 め た 私 に
と っ て、 こ の 冬 休 み は 初 め て 日 本 で 迎 え る も
の で、 思 い が け ず 特 別 な も の に な り ま し た。 
　故郷のアメリカでは、クリスマスは一年で最も
大切な行事の１つです。ほとんどの商店が閉まり、
人々は仕事、学校を休んで家族や友
人、恋人と過ごすのが一般的です。 
　 私 も 日 本 に 来 る ま で は 必 ず 家
族 と 一 緒 に ク リ ス マ ス を お 祝 い
し て い た の で、 今 年 は 初 め て 一
人 で 過 ご す ク リ ス マ ス に な る だ
ろうとさびしく思っていました。 
　しかし、驚いたことに、クリス
マスを私と一緒に過ごすため母が
来日してくれたのです！そのため、私は母に、私
が暮らす日本の様々な美しいところを見せようと
思 い、 旅 行 を 計 画 し ま し た。　　　　　　　　 
　時期が冬であることと、私と母は共にウィン
タースポーツを趣味としていたことから、雪を楽
しむために長野県に行くことに決めました。　　 
　長野ではスキーや温泉を楽しんだり、お寺に参
拝したりしました。久しぶりに会う母と過ごす時
間は、本当に大切で特別な時間となりました。夜

になると雪が降り、日本で初めて見る雪は私に
懐かしい故郷を思い出させてくれました。　　 
　旅行中、特に印象的だったのは、古い酒蔵を見学
し日本酒を試飲したことです。日本酒初体験であ
る母の口に合うか心配しましたが、満面の笑みで

「美味しい！」と言ってくれました。私は驚きと共
に、文化や人種の違いはあれ、本当に美味しいもの

は誰にとっても美味しい、世界共通
のものであると思いました。　　　 
　 ま た、 水 族 館 も 印 象 深 く 楽 し
かったです。見る人を楽しませる
工夫がいたるところに施されてお
り、ペンギンの部屋に頭を出して
じっくりと観察できるような出窓
があったり、イルカを下から見る
ことができる水中トンネルがあっ

たりしました。海の生き物たちはとても神秘的で
美しく、また愛らしかったです。　　　　　　　 
　この冬休みは故郷で過ごすものとは全く違うもの
となりましたが、母のおかげでさびしくありません
でした。故郷から遠く離れることになったことで、
家族は私をいつも心配して見守ってくれていること
に改めて気づくことができました。これからは、こ
れまで以上に家族を大切にしたいと思った、そんな
日本で初めての冬でした。

A L Tリレーコラム ［第 103 回　日本で初めての冬休み　by サラ・ケネディ］	 COLUMN

日本の雪質は最高です！
（写真左が筆者）

 　

江
山
文
庫
に
短
冊
が
残
る
こ

の
俳
句
は
、
地
元
与
謝
野
町
の

俳
人
で
郷
土
史
家
の
小こ

む
ろ室

洗せ
ん
し
ん心

（
１
８
７
７
～
１
９
７
０
年　
本

名
万
吉
）
が
詠
ん
だ
も
の
で
す
。 

　
天
橋
立
を
は
じ
め
郷
土
の
名
勝

を
題
材
に
し
た
句
を
数
多
く
残
し

た
洗
心
ら
し
く
、
こ
の
句
に
は
土

地
に
根
差
し
た
大
江
山
の
様
子
が

実
に
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。　

 
 

―
眼
前
の
枯
野
原
は
奥
が
い
つ
の

ま
に
か
斜
面
と
な
り
、
斜
面
は
そ

の
ま
ま
大
江
山
連
峰
の
枯
木
の
山

肌
へ
、
そ
し
て
な
だ
ら
か
な
稜
線

へ
と
続
い
て
い
る
―

 

時の贈り物［ 第107回　俳句に描かれた冬の大江山 ] 

　
皆
さ
ま
の
中
で
町
外
の
方
か
ら

「
大
江
山
は
ど
の
山
で
す
か
？
」

と
尋
ね
ら
れ
た
経
験
の
あ
る
方

は
、
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　

 

　
鬼
伝
説
の
影
響
も
あ
り
、
単
独

峰
と
思
わ
れ
が
ち
な
大
江
山
で
す

が
、
最
高
峰
の
千
丈
ケ
嶽
を
中
心

に
鳩
ヶ
峰
、
鍋
塚
、
赤
石
ヶ
岳

と
い
っ
た
山
々
が
尾
根
筋
を
な

す
連
山
の
総
称
で
す
。　
　
　

 

　
洗
心
の
句
は
、
春
、
夏
、
秋
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
土
地
の
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
大
江
山

が
、
枯
れ
た
地
肌
を
晒
す
冬
に
は

そ
の
緩
傾
斜
の
ゆ
え
に
眼
前
の
田

畑
と
ひ
と
つ
な
が
り
に
な
る
様
子

を
巧
み
に
切
り
取
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

小
室
洗
心
直
筆
短
冊
「
枯
野
原
次
第
上
り
に
大
江
山
」

江
山
文
庫
館
蔵
資
料

俳
句 

 　
枯か

れ
の
は
ら

野
原
次し

だ
い第

上の
ぼ

り
に
大お

お
え
や
ま

江
山 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洗
心

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

蔵書点検のための臨時休館のお知らせ
図書館（全館）は蔵書点検のため、右記のと

おり臨時休館します。
休館中はご不便をおかけしますが、ご理解ご

協力をお願いします。

＜休館期間＞　
【野田川分室】　２月 19 日（水）～ 20 日（木）　２日間
【加 悦 分 室】　２月 25 日（火）～ 26 日（水）　２日間

日々の暮らしの中で、自分の思いや考えが相手に伝わっていないと感
じることはありませんか？少しの知識と心遣いで、コミュニケーション
がさらに円滑になるかもしれませんよ。

気持ちを伝える

『図解社会人の基本 敬語・話し方大全』
岩下宣子／講談社

大人になればなるほど、人に聞
きづらく、間違いにも気付きに
くい敬語や話し方に関して学
ぶことができる「話し方の教科
書」と言える１冊。具体的な場
面で、使われがちな間違いと正
しいフレーズの併記が分かりや
すく、この春から社会人という
方にもおすすめです。

『ほんとうのことをいってもいいの？』
パトリシア・Ｃ．マキサック、ジゼル・ポター／ＢＬ出版

遊びに行くためにお母さんにうそをついたリビー。う
そをつくことがとてもつらい
と分かった彼女は、これから
は本当のことを言おうと誓う
のですが、正直に話せば話す
ほど、友だちを傷つけてしま
います。だれでも一度は思い
当たることがあるそんな悩み
をリビーはどう解決するので
しょうか？

『友だち関係 気持ちの伝え方（学校では教えてくれない大切なこと６）』
若藤美沖／旺文社

うれしい、楽しい、悲しい
･･･ そんな自分のさまざま
な気持ちを知り、大切にし
た上で、友だちとも心を通
わせていくことが大切。そ
のためにはどうしたらい
いか、ちょっとしたコツを
教えてくれるココロンと
いっしょに、マンガで心の
探検をしてみましょう。

『Ｄ・カーネギー マンガで読み解く人を動かす』 
　デール・カーネギー、歩川友紀、青野渚、福丸サクヤ／創元社
ベストセラー『人を動かす』が、
日本の会社を舞台にマンガ化。
登場人物の行動や心情を通し、
人間関係の原則が、親しみやす
く要点が分かりやすく整理され
ています。「人に好かれる」「人
を説得する」ために気をつける
ポイントが端的な言葉で学べま
す。

■日時 ２月28日（金） ※ 毎月第４金曜日
 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 94 回「芳子の煩悶」

Info　　図書館おはなし会

[ 野田川 ]　２月 15 日（土） 午前 10 時 30 分～
[ 本　館 ]　３月７日（土） 午前 10 時 30 分～
[ 加　悦 ]　３月 14 日（土） 午前 10 時 30 分～

一般書  ●『かみさまは中学１年生』すみれ／サンマ
ーク出版 ●『はい、さようなら。』瀬戸内寂聴／光文
社 ●『２０３０年の世界地図帳』落合陽一／ＳＢクリ
エイティブ ●『パンダワールド』中川美帆／大和書房  

今月の
新着図書

児童書  ●『おれ、よびだしになる』中川ひろたか／ア
リス館 ●『こども六法』山崎聡一郎／弘文堂 ●『濃姫
・お市の方・細川ガラシャ』河合敦／集英社 ●『パン
ダしりとりコアラしりとり』石津ちひろ／ポプラ社
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入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

12/18 桜内川河川災害復旧工事（３０災３３０６） 金屋地内 1 者 株式会社丸正組 6,941 6,047 6,800 97.97 R1/12/25
～ R2/3/31

12/18 加悦奥川水辺公園四阿整備工事 加悦地内 3 者 安田産業株式会社 5,324 4,638 4,638 87.11 R1/12/26
～ R2/3/31

12/18 岡ノ下水路改良工事 上山田地内 2 者 株式会社井田建設 2,013 1,738 1,850 91.90 R1/12/26
～ R2/3/31

12/18 男山第１水源導水管仮設配管取出工事 男山地内 2 者 株式会社三野工務店 4,140 3,631 3,680 88.89 R1/12/26
～ R2/3/25

12/18 町営安良団地他住宅用火災警報器交換工事 加悦奥地内他 2 者 株式会社小西電工 2,670 2,384 2,398 89.81 R1/12/24
～ R2/2/28

12/26 大呂谷日吉ヶ丘線道路新設（その１）工事 明石地内 3 者 砂後建設株式会社 25,003 21,979 21,979 87.91 R2/1/11 
～ R2/3/31

問 　総務課 ☎ 43-901012 月入札結果

問い合わせ：住民環境課 ☎ 43-9030

ＩＶＥＮＴ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

国際ボランティア学生協会
（IVUSA）と阿蘇海環境づく
り協働会議（事務局：丹後広
域振興局）により、阿蘇海で
のカキ殻回収等、阿蘇海流域
での環境改善に係る活動を実
施しています。今春もカキ殻
回収を実施しますので、ぜひご参加ください。

■ 集合 阿蘇シーサイドパーク管理棟前
■ 内容 地元住民、関係団体、地元企業、大学生等

と協働したカキ殻回収
■ 持物 タ オ ル、 飲 み 物、

長靴
　　　　　　※汚れてもよい服装

でお越しください

■ 主催 IVUSA　■ 共催　阿蘇海環境づくり協働会議

みんなでカキ殻拾うＤａｙ
よさの百年の暮らし委員会

（愛称：みらいふ）では、与
謝野町の環境保全や地球温暖
化防止対策の一環として、み
らいふ委員と一緒に交流しな
がらエコを考える環境啓発イ
ベントを開催します。

■ 場所 加悦谷ショッピングプラザウイルふれあい広場
■ 内容 エコ工作・クラフト体験／電気自動車試

乗体験／みらいふ活動紹介動画 ほか
■ 特典 ス タ ン プ ラ リ ー

で、みらいふくま
め（青大豆のポン
菓子）をプレゼン
ト（先着 100 名様）

■ 主催 よさの百年の暮らし委員会（愛称：みらいふ）

与謝野町の環境未来 2020

３/1（日）

午前９時 ( 受付）

　　～正午

３/1（日）

午前10時
～午後3時

問　住民環境課 ☎ 43-9030

人権の大切さを呼びかける機会に
人権街頭啓発を実施

人権の大切さを伝えました

国
際
連
合
は
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）

12
月
10
日
に
世
界
に
お
け
る
自
由
、
正
義
お

よ
び
平
和
の
基
礎
で
あ
る
基
本
的
人
権
を
確

保
す
る
た
め
、
全
て
の
人
民
と
全
て
の
国
と

が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
世
界

人
権
宣
言
を
採
択
し
、
１
９
５
０
年
（
昭
和

25
年
）
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

ま
し
た
。
日
本
で
は
こ
の
日
を
記
念
し
て
毎

年
12
月
４
日
か
ら
同
月
10
日
ま
で
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
期
間
中
、
各
関
係
機
関
や

団
体
と
協
力
し
合
い
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
と
高
揚
を
図
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
で
は
、
12
月
９
日
に
町
内
４
ヵ

所
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
皆
さ
ん

と
人
権
週
間
の
周
知
や
人
権
の
大
切
さ
を
広

く
地
域
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
街

頭
啓
発
を
行
い
、
人
権
の
尊
重
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

12
月
７
日
に
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
映
画
上
映
を
と
お
し

て
、
認
知
症
の
症
状
に
戸
惑
う
本
人
や
家
族

の
実
状
を
知
り
、
地
域
で
ど
う
支
え
て
い
く

か
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
す
る『
与
謝
野
町
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、約
２
０
０
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
お
ら
れ
る
２
名

の
方
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
「
介
護
者
家
族
の

思
い
を
聞
こ
う
～
住
む
人
が
住
み
や
す
い
町

に
」
と
題
し
、
介
護
す
る
家
族
の
体
験
談
や

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

認
知
症
家
族
の
内
側
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」を
上
映
し
、「
老
い
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
「
地
域
」
そ
し
て
「
家
族
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
改

め
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

問　福祉課 ☎ 43-9021

安心して老いることができる地域に “だんにゃーで”
与謝野町認知症セミナー

実状を伝える介護者家族によるトークセッション

４月１日から指定管理者が更新される施設の指定管理者が、12 月定例議会の議決を受けて正式に指定されました
のでお知らせします。

問　総務課 ☎ 43-9010公の施設の指定管理者が指定されました

施設名 所管課 指定管理者名 指定期間

与謝野町幾地コミュニティ広場 総務課 幾地区 4 月 1 日～ 2023 年 3 月 31 日

与謝野町石川農業構造改善センター 農林課 石川区 4 月 1 日～ 2023 年 3 月 31 日

与謝野町立阿蘇霊照苑 住民環境課 株式会社セレモニーまつだ 4 月 1 日～ 2025 年 3 月 31 日

旧加悦町役場庁舎 観光交流課 一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社与謝野地域本部 4 月 1 日～ 2023 年 3 月 31 日

問　住民環境課 ☎ 43-9030
人権擁護委員を紹介します

西村八重子 氏（新任）

令
和
２
年
１
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
に
西に

し
む
ら村
八や

え

こ
重
子
氏
（
明
石
）
が
新
た

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

法
務
局
と
連
携
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済

し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

任
期
は
３
年
で
、
現
在
与
謝
野
町
で
は

11
名
の
委
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

じ
め
、
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
そ
の
他

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
気

兼
ね
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
相
談
窓
口

（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）

☎
０
５
７
０
・０
０
３
・１
１
０

▼
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
常
設
相
談
所

☎
０
７
７
２・
２
２・
２
５
６
１

場
所　
京
都
地
方
法
務
局
宮
津
支
局

日
時　
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
（
祝
日
・
休

日
を
除
く
）
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
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●申告相談日程

相談先 相談会場
２月 ３月

受付
時間

対象
税目17

日
（月）

18
日

（火）

19
日

（水）

20
日

（木）

21
日

（金）

25
日

（火）

26
日

（水）

27
日

（木）

28
日

（金）

2
日

（月）

3
日

（火）

4 
日

（水）

5 
日

（木）

6 
日

（金）

9
日

（月）

10
日

（火）

11
日

（水）

12
日

（木）

13
日

（金）

16
日

（月）

税務署 宮津税務署 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9:00～16:00 所得税

合同相談 野 田 川
わーくぱる 〇 〇 〇 〇 〇 － － － － － － － － － － － － － － － 9:30～11:30

13:00～15:30 所得税
町府民税役場相談

（税務課） 元 気 館 － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9:00～11:30
13:00～16:30

※元気館での相談では、給与収入や年金収入のある方、収入がまったくない方、また町府民税の申告を行う方を対象とした相談を行います。営業所得、
農業所得、不動産所得があり、確定申告をする必要のある方は宮津税務署か野田川わーくぱるでの合同相談会場でご相談ください。

※株式の譲渡所得や不動産の譲渡所得がある方、住宅借入金控除の初年申告は宮津税務署でご相談ください。
※いずれの日程も受付時間内に会場にお越しください。時間を過ぎますと相談受付ができません。

車の種類 お問い合わせ先

  ■ 原付（125cc 以下の 2 輪車）・ミニカー
  ■ 小型特殊自動車（農耕用、その他）

 与謝野町役場加悦庁舎 税務課 軽自動車担当
〒 629-2498
　京都府与謝郡与謝野町字加悦 433 番地
　☎ 0772-43-9020

  ■ 4 輪の軽自動車・3 輪の軽自動車

 軽自動車検査協会京都事務所
〒 612-8418
　京都市伏見区竹田向代町 51-12
　☎ 050-3816-1844

  ■ 小型特殊・軽自動車以外の自動車
  ■ 軽 2 輪（126cc ～ 250cc の 2 輪車）
  ■ 2 輪の小型自動車（250cc を超える 2 輪車）

 近畿運輸局京都陸運支局
〒 612-8418
　京都市伏見区竹田向代町 37
　☎ 050-5540-2061

※ その他、各自動車販売店、バイクショップでも手続きを代行してもらえます。

所得税・町府民税の申告相談と受付は３月16 日（月）まで！

混雑解消のためにご協力をお願いします
■ 事業所得（営業、農業所得）や不動産所得のある人は、収支内訳書（項目別に年間分を計算）を記入し、

宮津税務署か野田川わーくぱるで申告をしてください。ただし、結果的に所得税が 0 円となる方は町府民
税の申告でも可能です。

■ 分離申告や住宅借入金控除の初年申告は専門的な内容となるため必ず宮津税務署で申告してください。
■ 医療費控除の明細書はあらかじめ作成してご相談ください。

ご不明な点は税務課 (☎ 43-9020) または宮津税務署 (☎ 22-3271) へお問い合わせください

町府民税の申告が必要な人
令和２年１月１日現在、与謝野町に居住されている人は申告書を提出してください。所得のない人も、その

旨を申告してください。ただし、次に該当する人はあらためて申告書を提出する必要はありません。
【申告の不要な人】
■ 所得税の確定申告書を提出した人
■ 給与所得のみの方で、勤務先から年末調整をされた給与支払報告書を提出されている人
■ 公的年金等に係る所得のみの人で、扶養控除等の内容に修正の必要がない人

所得税の申告が必要な人
■ 事業をしている人や不動産収入のある人、土地や建物を売った人などで、令和元年中の所得の合計額が、各

種所得控除の合計額より多い人
■ 給与の収入金額の合計額が 2,000 万円を超える人
■ 給与を１ヵ所から受けている人で、給与所得や退職所得以外の所得が 20 万円を超える人
■ 給与を２ヵ所以上から受けている人で、年末調整を受けていない給与収入と各種の所得金額（給与所得や

退職所得を除く）との合計額が 20 万円を超える人
※ 平成 23 年分以後で公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所

得金額が 20 万円以下である場合には、所得税の確定申告書を提出することを要さないこととされました。
ただし、追加される控除がある場合は、町府民税の申告書を提出してください。

申告に必要なもの
● 印鑑
● 令和元年中の収入がわかる書類（給与所得者や年金受給者で申告をする人は源泉徴収票）
● 所得控除の計算に必要な書類、払込証明書等（生命保険料、地震保険料、国民年金、国民健康保険税、介

護や後期高齢者医療の保険料、医療費控除明細等）
● 個人番号カードまたは通知カードおよび本人確認書類（写しの添付が必要となることもあります）

混雑解消のため、申告はお早めに！

手続きを行わないと、以下のような支障が生じるおそれがあります！
■ リコール案内（車の欠陥に関する重要な通知）、税金や保険のお知らせが届かない。
■ これらの案内等が前の所有者に届けられトラブルの原因に…
■ 盗難や事故の際、所有者や使用者の確認が遅れる。
   また、罰金刑に処される場合もありますので、ご注意ください。

名義変更および住所変更について

農耕用車両について

乗降装置のある農耕用車両（トラクター、コンバイン、田植機等）は、出せる最高速度によって大型車両と
小型車両に分けられます。最高速度が 35km/h 未満の場合、小型の農耕用車両となり、軽自動車税の課税対
象となります。

公道走行の有無に関わらずナンバープレートの交付が必要となりますので、登録がお済でない方は、与謝野
町役場税務課までご相談ください。

軽自動車に関する各種手続きはお済みですか？

自動車検査証

　■ 所有者の住所  京都府与謝郡与謝野町字岩滝 1798 番地 1
　■ 所有者の氏名又は名称 与謝野　太郎

車検証のこの部分の名前や住所が現況と違う場合、
名義変更および住所変更をしてください。
※ 所有権留保の場合は使用者欄

各種変更手続き窓口について

車種により窓口が異なります。下表を参照いただき、お手続き・お問い合わせをお願いします。
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

『広報よさの12月号』（No.166）、
『広報よさの１月号』（No.167）
において、掲載内容に誤りがご
ざいました。以下のとおり訂正
しお詫びします。

訂正とお詫び

【訂正内容】
・No.166、Ｐ７の与謝野町文化
協会会長賞の俳句。
正しくは「花吹雪新たな出会い
連れてくる」。
・No.167、Ｐ 15 の山田佳乃特
選賞の俳句。
正しくは「機音の微かしぐれの
虹幽か」。

このたび、加悦中学校３年の安
や す だ

田康
こ う た ろ う

太郎くん（加悦）が、令和
元年度 第 53 回中学生の「税についての作文」において、「国税
庁長官賞」を受賞されました。また、第 18 回女子全国中学生ウ
エイトリフティング競技選手権大会スナッチ・C ＆ジャーク・トー
タルにて優勝された同校２年の下

しもむら
村愛

あ い り
里さん（与謝）が、令和元

年京都府スポーツ賞において、中学生以下のスポーツに関し優秀
な成果を収めたものに贈られる「未来くん賞」を受賞されました。

お二人の受賞をお祝いするとともに、今後のご活躍を祈念いた
します。

中学生の活躍を紹介します！

安田　康太郎 くん 下村　愛里 さん

京
都
府
立
加
悦
谷
高
等
学

校(

以
下
、
加
悦
高)

の
魅

力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
長
谷
川
で
す
。

12
月
11
日
に
、
加
悦
高
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
に
登

壇
し
、
全
校
生
徒
に
「
自
分

と
の
向
き
合
い
方
」
と
題
し
、

講
演
し
ま
し
た
。
講
演
会
へ

の
登
壇
は
、
４
月
の
着
任
時

に
依
頼
い
た
だ
い
て
い
た
の

で
、
８
ヵ
月
間
、「
生
徒
に

響
く
言
葉
は
何
だ
ろ
う
」
を

考
え
な
が
ら
、
日
々
、
学
校

で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、「
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
必
要
な
こ
と
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
を
交
え
な
が
ら
話
し
ま
し

た
。
意
識
し
た
こ
と
は
、「
自

分
ご
と
で
聞
い
て
も
ら
う
」

こ
と
。
そ
し
て
、「
も
し
か

し
た
ら
自
分
に
も
で
き
る
ん

問　社会教育課 ☎ 43-9026

地域おこし協力隊通信 44
加悦高魅力化コーディネーター 長谷川隊員

け
た
子
ど
も
を
増
や
す
」
こ

と
に
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
の

人
生
か
ら
「
将
来
は
決
ま
っ

て
い
た
ほ
う
が
い
い
。
で

も
、
決
ま
っ
て
い
な
く
て
も

大
丈
夫
だ
し
や
り
直
し
て
も

い
い
。」
と
い
う
こ
と
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。「
明
日
か

ら
の
具
体
的
な
行
動
を
決
め

る
」
と
い
う
課
題
も
設
け
て
。

多
く
の
生
徒
か
ら
、「
自

分
の
弱
さ
と
向
き
合
う
時
間

に
な
っ
た
」、「
自
分
の
可
能

性
を
狭
め
る
の
で
は
な
く
広

げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
、「
〇
〇
を

す
る
」
と
の
宣
言
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
内
容
の
感
想
、
受
け

止
め
方
は
様
々
だ
と
思
い
ま

す
が
、講
演
を
と
お
し
て「
自

分
で
考
え
る
」
き
っ
か
け
に

な
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し

じ
ゃ
な
い
か
？
！
」
と
思
っ

て
も
ら
う
こ
と
。

私
は
、
学
生
時
代
に
何
か

に
打
ち
込
め
る
ほ
ど
頑
張
っ

た
事
柄
は
な
く
、
将
来
な
り

た
い
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
に
流

さ
れ
、
自
分
で
自
分
の
可
能

性
を
狭
め
、
無
難
に
生
き
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
今
、

自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
「
生
き
る
力
を
身
に
つ

い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
私
自

身
、
２
５
０
名
弱
の
生
徒
に

講
演
を
す
る
と
い
う
貴
重
な

経
験
を
積
ま
せ
て
も
ら
い
、

成
長
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。ま

だ
ま
だ
生
徒
と
の
関
わ

り
は
少
な
い
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
小
さ
な
積
み
重
ね
か

ら
ど
ん
ど
ん
地
域
と
高
校
を

結
び
つ
け
る
動
き
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講演会でのひとコマ

生徒に向けてのメッセージ

功績・功労をたたえて

山口薫さん（温江）は、人権擁護委員とし
て平成 25 年 10 月から令和元年 12 月までの
２期６年の長きにわたり人権擁護委員として
活動をされ、人権意識の高揚並びに人権擁護
行政に尽力された功績が認められ、このたび
感謝状贈呈の運びとなりました。

長年のご尽力に心から感謝申し上げます。

　■法務大臣感謝状（人権擁護委員）　山
やまぐち

口薫
かおる

さん

山本司延さん（男山）が、12 月、京都府身体障害者福祉関係功労者知事
表彰（援護功労者）を受章されました。

山本さんは、旧岩滝町身障更正会副会長を
はじめ、与謝野町障害者福祉会理事など、数々
の要職に就かれ、地域の障害者の活動活性化
に寄与する功績が認められ、このたびの受章
に至りました。

長年のご尽力に心から感謝申し上げます。

■京都府身体障害者福祉関係功労者知事表彰受章　山
やまもと

本司
し の ぶ

延さん

令和元年 12 月末現在

まちのうごき

人　口 21,373 人（－ 14）

　男　 10,212 人（－ 1）

　女　 11,161 人（－ 13）

世帯数 9,063 戸（－ 6）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、12 月 16 日から１月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

１ 月 １ 日 付 職 員 人 事 異 動 の お 知 ら せ
■福祉課
　主事補　本田　奈都子（新規採用）

■子育て応援課
　技師補　橋本　遥（福祉課技師補）

■のだがわこども園
　調理員　堀井　春子（石川保育所調理員）

（括弧内は前所属）
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２月 24 日（月）は、振替休日のため、ごみの収
集は休業させていただきます。お間違いないよう
お願いします。

2 月 24 日（ 振 替 休 日 ）
ご み 収 集 の お 知 ら せ

INFORMATION

松風庵、三河内山の家は、令和元年末で貸
し出しを終了しました。長年に渡るご利用、
ありがとうございました。

松風庵および三河内山の家
貸 出 終 了 の お 知 ら せ

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

「
第
３
次
与
謝
野
町
行
政
改
革
大
綱
（
案
）」
お
よ
び

「
第
２
期
与
謝
野
町
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
創
生
総

合
戦
略
（
案
）」
の
公
表
・
意
見
募
集
に
つ
い
て

与
謝
野
町
で
は
「
第
３
次
与
謝
野
町
行
政
改

革
大
綱
」
お
よ
び
「
第
２
期
与
謝
野
町
ひ
と
・

し
ご
と・ま
ち
創
生
総
合
戦
略
」の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
表　
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
総
務
課
（
本

庁
）、
住
民
環
境
課
（
野
田
川
庁
舎
）、
税
務
課

（
加
悦
庁
舎
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

意
見
書
の
様
式　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
意

見
の
内
容
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
。

意
見
書
の
提
出
方
法　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
各

庁
舎
へ
書
面
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

郵
送
先 

〒
６
２
９・２
２
９
２　

与
謝
野
町
字
岩
滝
１
７
９
８
番
地
１

与
謝
野
町
役
場
企
画
財
政
課

▼ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
６・２
８
５
１

▼ 

メ
ー
ル kikakuzaisei@tow

n.yosano.lg.jp

問　
企
画
財
政
課
☎
４
３・９
０
１
５

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
物
品
購
入
に
あ
た
り
見
積
業

者
を
募
集
し
ま
す

購
入
予
定
物
品　
ス
タ
ジ
オ
音
響
設
備
、
ス
タ

ジ
オ
壁
面
鏡

登
録
資
格　
町
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
を
有

し
、
対
象
物
品
を
継
続
的
に
小
売
・
販
売
・
保

守
し
て
い
る
事
業
者

問
・
申　
見
積
内
容
、
納
入
業
者
の
決
定
方

法
な
ど
問
い
合
わ
せ
の
ほ
か
、
申
請
は
２
月
21

日
（
金
）
正
午
ま
で
に
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
観
光
交

流
課
に
あ
る
「
見
積
業
者
登
録
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
観
光
交
流
課
（
☎

４
３・９
０
１
６
）
へ
。

令
和
元
年
度
特
別
支
援
学
校
就
学
援
助
補
助
金

申
請
の
ご
案
内

支
給
対
象
者　
令
和
２
年
１
月
１
日
に
お
い

て
、
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
特
別
支
援

学
校
に
就
学
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
ま
た
は
当

該
児
童
生
徒
の
就
学
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す

る
者

補
助
金　
４
７
５
０
円

問
・
申　
３
月
12
日
（
木
）
ま
で
に
「
在
籍

証
明
書
（
学
生
証
の
写
し
な
ど
）」
と
町
Ｈ
Ｐ

ま
た
は
学
校
教
育
課
に
あ
る
「
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
学
校
教
育
課
（
☎

４
３・９
０
２
５
）
へ
。

令
和
２
年
度
高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等
（
非
課

税
世
帯
）
支
給
申
請
の
ご
案
内

京
都
府
で
は
、
市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯

の
子
の
高
等
学
校
等
へ
の
進
学
を
促
進
し
、
修

学
を
支
援
す
る
た
め
、「
高
校
生
給
付
型
奨
学
金

等
支
給
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
高
等

学
校
等
に
修
学
し
、
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
。

①
母
子
・
父
子
世
帯
（
配
偶
者
の
い
な
い
母
ま

た
は
父
と
20
歳
未
満
の
者
の
み
で
構
成
す
る

世
帯
、
母
子
ま
た
は
父
子
と
65
歳
以
上
の
者

で
構
成
す
る
世
帯
）

②
児
童
世
帯
（
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
者

で
構
成
す
る
世
帯
）

③
障
害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
以
上
）

④
長
期
療
養
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

６
ヵ
月
以
上
の
入
院
等
）

支
給
金
額　
▼ 

入
学
支
度
金　

国
公
立

６
万
３
千
円
、
私
立
（
全
日
制
）
17
万
８
千

円
、
私
立
（
定
時
制
）
13
万
７
千
円
、
通
信
制

４
万
５
千
円
（
一
人
一
回
入
学
時
の
み
）
▼ 

支

援
金　
年
額
６
万
円
（
国
の
支
援
金
額
と
併
給

調
整
あ
り
）
▼ 

奨
学
金　
特
別
支
援
学
校
高
等

部
、
他
府
県
の
私
立
高
校
な
ど
制
限
や
併
給
調

整
あ
り
。

問
・
申　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
子
育
て
応

援
課
に
あ
る
必
要
書
類
に
ご
記
入
の
上
、
子
育

て
応
援
課
（
☎
４
３・９
０
２
４
）
へ
。

令
和
２
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
校
生
入
学

支
度
金
）
入
学
前
支
給
申
請
の
ご
案
内

京
都
府
母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
校
生
入
学
支

度
金
）
に
つ
い
て
、
例
年
４
～
５
月
に
申
請

し
、
そ
の
年
度
に
高
校
に
入
学
し
た
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
方
に
「
奨
学
金
（
６
万
４
千
円
）」

と
合
わ
せ
て
「
入
学
支
度
金
（
３
万
５
千
円
）」

を
８
月
末
に
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
希
望
さ

れ
る
方
に
は
、
高
校
入
学
前
に
「
入
学
支
度
金

（
３
万
５
千
円
）」
の
み
申
請
を
受
け
付
け
、
３

月
（
入
学
前
）
に
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

支
給
対
象
者　
①
②
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
高
校
へ
の
入
学
が
決
定
し
て
い
る
中
学
３
年
生

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母

②
高
校
入
学
年
度
の
４
月
１
日
時
点
で
京
都
府

内
（
京
都
市
以
外
）
に
居
住
し
、
引
き
続
き

母
子
家
庭
で
あ
る
と
見
込
め
る
方

問
・
申　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
「
合
格

通
知
書（
写
し
）」と
子
育
て
応
援
課
に
あ
る「
申

請
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
子
育
て

応
援
課
（
☎
４
３・９
０
２
４
）
へ
。
※ 

今
回

の
申
請
に
間
に
合
わ
な
く
て
も
、
４
月
～
５
月

の
通
常
申
請
提
出
に
よ
り
８
月
末
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

食
品
品
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

丹
後
管
内
の
食
品
製
造
・
加
工
業
者
、
宿
泊

事
業
者
な
ど
を
対
象
に
、
食
品
品
質
の
向
上
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
「
①
Ｈ
ハ
サ
ッ
プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
講
習

会
」「
②
プ
ロ
ト
ン
凍
結
機
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
３
月
４
日
（
水
）
午
前
１
時
半
～
４
時
45
分

場
所　
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
京
丹
後
市
）

申
　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
①
は
京
都
府
織

物
・
機
械
金
属
振
興
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.tango.jibasan.jp

）か
ら
申
し
込
み
、

②
は
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
①
京
都
府
織
物
・
機
械
金
属
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
２・６
２・７
４
０
１

　
　
②
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
２・６
２・５
２
６
１

よ
さ
の
み
ら
い
大
学
講
座
の
ご
案
内

日
時　
２
月
25
日
（
火
）
午
後
７
時
か
ら

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る　
※ 

参
加
無
料

テ
ー
マ
・
講
師
　『
あ
な
た
の「
楽
し
い
」は
き
っ

と
誰
か
の
役
に
立
つ
』 

小
山
進
氏
（
パ
テ
ィ
シ

エ 

エ
ス 

コ
ヤ
マ 

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
）

問　
一
般
社
団
法
人
プ
レ
イ
ス

☎
０
９
０・９
８
６
６・０
１
９
０

ち
り
め
ん
街
道
ひ
な
め
ぐ
り
２
０
２
０
の
ご
案
内

２
月
29
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
、
ち
り
め
ん

街
道
ひ
な
め
ぐ
り
２
０
２
０
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
期
間
中
は
、
お
ひ
な
さ
ま
の
展
示
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
酒
蔵
マ
ル
シ
ェ
、
音
楽
ラ
イ

ブ
、
朗
読
劇
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
丹
後
ち
り
め

ん
創
業
３
０
０
年
Ｐ
Ｒ
展
な
ど
多
彩
な
催
し
の

ほ
か
、
次
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
催
さ
れ
ま
す
。

■
『
日
本
一
ハ
ー
ド
ル
の
低
い
着
付
け
講
座
』

　
〔
３
月
１
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
、浄
福
寺
〕

■
『
こ
ど
も
向
け
着
物
レ
ン
タ
ル
』

　
〔
３
月
１
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
、旧
細
川
家
）

■
『
小
川
直
美
さ
ん
の
つ
ま
み
細
工
体
験
』

　
〔
３
月
８
日
（
日
）、【
午
前
の
部
】
午
前
10

時
か
ら
、【
午
後
の
部
】
午
後
１
時
か
ら
、

旧
尾
藤
家
住
宅
〕

問
・
申　

体
験
コ
ー
ナ
ー
の
参
加
費
用
や

定
員
な
ど
の
詳
細
は
旧
尾
藤
家
住
宅
（
☎

４
３・１
１
６
６
）
へ
。

ひ
な
め
ぐ
り
特
別
展
の
ご
案
内

旧
尾
藤
家
住
宅
で
、ひ
な
め
ぐ
り
特
別
展「
日

本
遺
産
の
襖
絵
～
旧
尾
藤
家
住
宅
の
障
壁
画

～
」
と
し
て
、
岸
駒
の
襖
絵
が
特
別
公
開
さ
れ

ま
す
。
※ 

ひ
な
め
ぐ
り
期
間
中
は
着
物
着
用
の

方
は
入
館
料
無
料

期
間　
２
月
22
日
（
土
）
～
３
月
15
日
（
日
）

問　
旧
尾
藤
家
住
宅
☎
４
３・１
１
６
６

障
害
者
教
室
の
ご
案
内

障
害
者
「
料
理
教
室
」
お
よ
び
「
工
作
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
３
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
元
気
館

対
象
者
　
町
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方
、
ご

家
族
・
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
方

費
用
　
２
０
０
円
（
料
理
教
室
材
料
費
）

申
　
２
月
27
日
（
木
）
ま
で
に
社
会
教
育
課

（
☎
４
３・
９
０
２
６
）
ま
た
は
福
祉
課
（
☎

４
３・９
０
２
１
）
へ
。

問　
福
祉
課
☎
４
３・９
０
２
１

３/ ２（月）まで
国民健康保険税　第９期
介 護 保 険 料　第９期

今月の納期

納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　0772-68-1041

滞納税相談窓口

「ひととわ」出張相談＆「かえでのわ」のお知らせ

京都府脱ひきこもり支援プロジェクト「チーム絆」の丹後地域担当「ひととわ」では、学校や仕事に行けずひきこ
もりの状態にある方を行政と連携してサポートしています。「ひととわ」が実施する出張相談、こころの相談、「かえ
でのわ」（支援居場所活動）についてお知らせします。

日　時 活動等内容

2 月 12 日（水）
午前 10 時～正午 ひととわ出張相談 ・臨床心理士による出張相談　※ 予約制
午前 10 時～正午 学びＤＡＹ ・学習用具、筆記具をお持ちください
午後１時～４時 かえでのわ 活動ＤＡＹ ・お菓子（クッキー）作り　・その他作業

2 月 19 日（水） 午前 10 時～午後４時 かえでのわ 活動ＤＡＹ ・パソコン基礎を学ぶ（午前 11 時～正午）　・その他作業
2 月 25 日（火） 午後１時半～４時半 ひととわこころの相談 ・学校心理士、上級教育カウンセラーによるこころの相談　※ 予約制

2 月 26 日（水）
午前 10 時～正午 ひととわ出張相談 ・臨床心理士による出張相談　※ 予約制
午前 10 時～午後４時 かえでのわ 活動ＤＡＹ ・室内作業　・畑作体験

場　所　
持ち物
　
問・申

旧かえでこども園（与謝野町字岩滝 861-6）
かえでのわ 活動ＤＡＹ：飲み物、タオル、昼食（1 日来られる方）
※ ゆっくり過ごしていただくだけでもかまいません。ぜひお越しください
・『ひととわ』☎ 080-2507-9010、メール：kyotango_roukyou@sirius.ocn.ne.jp
・福祉課 ☎ 43-9021

日にち 場所
2 月 22 日（土） 野田川わーくぱる
2 月 29 日（土） 加悦地域公民館

司法書士無料法律相談会のお知らせ

毎年２月は相続・遺言推進月間です。相
続・遺言・登記手続きなどでお悩みの方は、
お気軽にご相談ください。秘密は固く守ら
れます。※ 予約不要

※ 両日程ともに午後 1 時から 4 時まで
問　京都司法書士会    
☎ 075-241-2666
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１市２町（宮津市、伊根町、与謝野町）で発生するごみを処理す
る「宮津与謝クリーンセンター」が令和２年４月１日から新たに稼
動することとなります。

今後、施設に持ち込まれたごみは、細かく破砕分別され、必要最
低限の量だけを最終処分場に埋め立てることとなります。

４月１日以降は大型ごみ等の直接搬入も最終処分場から「宮津与
謝クリーンセンター」への持ち込みに変わります。

分別方法が大きく変わる物は次のとおりとなりますので、４月以
降の適切なごみ収集の推進とごみの減量化に御協力をお願いします。

４月１日 か ら

ごみの分別方法
が変わります

令和２年４月１日からの主な変更点！

①「不燃ごみ袋」が「燃やさないごみ／有害・危険ごみ袋」
になります

⑤ 蛍光灯は専用回収ボックスに持ち込んでください。
専用回収ボックスは、各庁舎や公民館等に設置し
てあります。※ＬＥＤや白熱電球は「燃やさないごみ」です

② 衣類や布は「燃やさないごみ」になります
※衣類はごみ処理の機械に巻きつく恐れがあるため、一度燃やさないごみか
ら選別・取出し、裁断した後、燃やすことになります。

③ 家電製品も「燃やさないごみ」として
この袋で出せます

    （袋に入る大きさのみ）

④ 乾電池、スプレー缶、ライター、
水銀体温計は有害危険ごみと
してこの袋で回収します


